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ND-SW01/ND-SW02DI
ネットワーク対応接点監視装置

従来の監視装置は
●マイナー故障でも警報を受信

ND-SW01/ND-SW02DI では
●マイナー故障が一定時間内に設定
した回数を越えて発生した場合、初
めてメジャー故障と判断

※ND-SW01/ND-SW02DIを使うことにより
　故障の状態を区別できるようになり、
　警報毎に対処を判断できます。

● 時間判定機能
　◇ 設備機器からの出力が一定時間以上続いた場合に入力と判断
　　（例えば、2秒未満の入力は無視するが2秒以上で警報とする設定ができます）
● 誤検知防止機能
　◇ 一定時間内に設定した数のパルス入力があった場合に入力と判断
　　（例えば、2秒間に３回未満の入力は無視するが、3回以上の入力で警報とする設定ができます）
●スケジュール機能を追加
　◇ カレンダーから選択することにより簡単に接点出力のスケジュール設定を行うことができます
● 警報出力保持機能
　◇ 接点出力（ワンショット、パルス等）による警報状態を、手動で解除するまで保持する機能
　  　（警報信号の確認漏れが無いように人が確認して解除することができます）

２秒未満は無視 ２秒以上は警報

２秒間３回未満は無視 ２秒間に３回以上は警報

ND-SW01/SW02DI

■ND-SW01、ND-SW02DIは設備機器の故障信号や運転信号を
　ネットワーク化し、Webブラウザで簡単に閲覧できます。（ND-SW01
　は接点入力8点、接点出力8点、ND-SW02DIは接点入力16点）
■設備機器の接点出力を監視して、接点出力（ND-SW01）、SNMP
　トラップ、電子メールによる通報を行うことができます。
■ SNMPマネージャを使用して、機器の接点入出力状態を監視する
　システムが簡単に構築できます。
■接点入出力の動作データ（ロギングデータ）は電源OFFでも消えずに
　保持できます。
■ 本機の接点入力をNDシリーズ（CEC製）の接点出力とネットワーク
　経由で連動させることができます（接点転送機能）。
■設備機器の接点警報を受けて、本機内部の警報状態を保持する
　ことができます（警報出力保持機能）。
■ 電源OFF時の接点出力の状態を記録し、電源投入後に復帰させる
　ことができます。

＜時間判定機能のイメージ図＞

＜誤検知防止機能のイメージ図＞
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ネットワーク対応接点転送装置
《ND-SW01/ND-SW02DI》

※機能向上のため,おことわりなしに使用の一部を変更する場合がありますのでご了承ください. 


